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沖縄県青少年フレンドシップイン九州で
「エイサー」を踊る沖縄県の小中高学生
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７
月
12
日（
日
）、鶴
ヶ
浜
海
水
浴
場
、

芦
北
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ビ
ー
チ
で
「
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
イ
ン
く
ま
も
と
」
第
22
回
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
北
町
と
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、

テ
レ
ビ
熊
本
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
大

会
に
は
、
男
子
２
人
制
・
４
人
制
、
女

子
４
人
制
、混
合
４
人
制
の
４
部
門
に
、

県
内
外
か
ら
２
９
４
チ
ー
ム
１
１
１
４

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
予
選
大
会

は
、
天
候
不
良
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
翌
12
日
は
、
芦
北
太
鼓
の
演
奏

と
葦
北
鉄
砲
隊
の
演
武
に
よ
り
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
ゲ
ス
ト
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
元
全
日
本
キ
ャ
プ
テ
ン
の
荻
野
正
二

さ
ん
を
迎
え
高
校
生
と
チ
ー
ム
を
組

み
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
リ
ー
グ
女
子
で
活
躍
す
る
フ
ォ

レ
ス
ト
リ
ー
ヴ
ス
熊
本
の
チ
ー
ム
と
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
荻
野
さ
ん
の
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
が

決
ま
る
と
観
客
席
か
ら
ど
よ
め
き
と
歓

声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
決
勝
戦
は
、
各
試
合
と
も

１
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
で
訪
れ
た
観
客

か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
元
全
日
本
キ
ャ
プ
テ
ン

荻
野
正
二
が
魅
せ
た

　

７
月
13
日
（
月
）、
役
場
大
会
議
室
で

芦
北
地
域
振
興
局
長
立
ち
会
い
の
も
と
株

式
会
社
吉
永
商
会
（
水
俣
市
）
と
あ
し
き

た
農
業
協
同
組
合
及
び
芦
北
町
と
の
三
者

に
よ
る
特
定
法
人
貸
付
事
業
協
定
書
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
農
業
参
入
の
動
機

と
し
て
吉
永
商
会
坂
本
幸
則
代
表
取
締
役

は
、「
地
域
農
業
の
振
興
や
耕
作
放
棄
地

の
解
消
等
に
寄
与
し
た
い
。
ま
た
、
自
社

で
製
造
し
た
堆
肥
を
農
業
に
活
用
す
る
こ

と
で
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
21
世
紀
の

循
環
型
社
会
を
担
う
企
業
と
し
て
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

企
業
が
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
農
地
を
借
り
入

れ
、
農
業
に
参
入
す
る
の
は
県
内
で
も
初

め
て
の
取
組
と
な
り
ま
す
。

特定法人貸付事業とは
　平成１７年９月の農業経営基盤強化促進法の
一部改正により、市町村の定めた区域において
企業等の農業参入が可能となった制度です。こ
の制度は、農地が遊休化したり、今後遊休化す
るおそれがある農地を守るために、農地を借り
受けようとする法人が農業を行う旨の協定を市
町村等と締結し、農地の貸付を行うものです。

㈱
吉
永
商
会
が
農
業
に
参
入

　

第
58
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
み
や
ざ
き
大
会
が
、
７
月
９
日
（
木
）

に
宮
崎
県
宮
崎
市
の
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
に
、
熊
本
県
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ

た
中
村
正
志
さ
ん
・
良
子
さ
ん
夫
妻
（
米

田
）
は
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
肥
育
技

術
が
評
価
さ
れ
、
参
加
20
名
中
、
上
位
10

名
に
授
与
さ
れ
る
名
誉
賞
（
農
林
水
産
大

臣
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
正
志
さ
ん
は
、
当
日
の
実
績
発
表

で
、「
肥
育
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
牛

の
健
康
状
態
な
ど
の
観
察
だ
と
思
い
ま

す
。
餌
の
食
べ
方
や
体
調
の
異
常
な
ど
早

く
見
つ
け
対
処
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
」
ま
た
、「
周

囲
の
先
輩
方
に
は
、
技
術
や

経
営
に
つ
い
て
ご
指
導
を
受

け
、
今
日
の
私
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
諸
先
輩

方
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

を
込
め
、
そ
し
て
、
妻
を
は

じ
め
、
共
に
頑
張
っ
て
く
れ

る
家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

農林水産大
臣賞を受賞
中村さん夫妻（米田）

受賞の報告に訪れた中村さん夫妻

　　　大会で受賞される中村さん

調印終了後の握手（写真左から丸山芦北地域振興
局長、竹﨑町長、高峰ＪＡあしきた組合長、坂本
吉永商会代表取締役）

県
内
で
初
の
取
組
み

荻野さん



　

私
が
芦
北
に
来
て
か
ら
も
う
１
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
が
浴
衣
を
着
て
み
た
こ
と

で
す
。
着
物
を
知
っ
て
い
る
韓
国
人
は
あ

る
程
度
い
ま
す
が
、
浴
衣
は
お
そ
ら
く
初

耳
の
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　

私
の
浴
衣
初
体
験
は
７
月
４
日
に
あ
っ

た
日
英
交
流
会
で
し
た
。
浴
衣
の
着
付
け

は
本
当
面
倒
で
覚
え
に
く
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
に
腰
の
方
を
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け

た
の
で
す
ご
く
き
つ
か
っ
た
で
す
。
ご
飯

を
食
べ
ら
れ
な
い
く
ら
い
（
笑
）

　

着
付
け
が
出
来
上
が
っ
た
ら
意
外
な
こ

と
に
「
似
合
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
髪
の
毛
も
ま
と
め
て
結
ん
で
い
た
だ

い
て
ま
る
で
別
人
の
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
ブ
ロ
グ
に
写
真
を
あ
げ
る
と
韓
国
の

友
達
か
ら
相
当
い
い
評
判
が
出
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
今
年
の
湯
の
香
祭
り
の
浴
衣

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
モ
デ
ル
に
な
る

幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
き
れ
い
に
髪
を

結
っ
て
町
民
の
前
で
自
分
の
浴
衣
姿
を
披

露
し
ま
し
た
。
外
国
人
の
私
に
と
っ
て
こ

ん
な
体
験
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な

る
ほ
ど
価
値
が
あ
る
出
来
事
で
し
た
。

　

わ
が
国
韓
国
で
は
韓
服
（
日
本
で
は
チ

マ
・
チ
ェ
ゴ
リ
と
呼
ば
れ
て
い
る
ら
し
い
）

と
い
う
民
族
衣
装
が
あ
り
ま
す
。
普
通

の
韓
国
人
は
結
婚
式
の
と
き
に
着
る

く
ら
い
で
す
。
実
際
私
も
子
供
の
頃
以

来
、
韓
服
を
着
た
覚
え
が
な
い
の
で
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、
韓
服
に
つ
い

て
聞
か
れ
て
も
う
ま
く
答
え
ら
れ
な

い
で
す
。
も
っ
と
自
分
の
国
の
こ
と
に

関
心
を
持
つ
べ
き
で
す
ね
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
芦
北
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
な
ど
で
浴
衣
を
着

ま
す
。
あ
と
で
２
０
０
９
年
の
夏
を
振

り
返
る
と
最
初
浴
衣
が
思
い
浮
か
ぶ

で
し
ょ
う
ね
。

広報あしきた　４５　広報あしきた

平成２１年度町民体育祭　種目別大会結果
【クレー射撃】
開催日　７月５日　　場所　湯浦温泉射撃場
優勝　佐敷体協　　２位　湯浦体協　　３位　大東体協

【ボウリング】
開催日　７月５日　　場所　芦北ボウル
優勝　湯浦体協Ａ　　２位　佐敷体協Ａ　　３位　大東体協Ａ

【卓球】
開催日　７月５日　　場所　農村環境改善センター
優勝　湯浦体協　　２位　田浦体協　　３位　佐敷体協　　４位　大東体協

【ゲートボール】
開催日　７月５日　　場所　湯浦運動公園
男子　優勝　湯浦体協　　２位　佐敷体協　　３位　大東体協　　４位　田浦体協
女子　優勝　佐敷体協　　２位　大東体協　　３位　田浦体協　　４位　湯浦体協

【バドミントン】
開催日　７月５日　　場所　町民総合センター
優勝　佐敷体協　　２位　湯浦体協　　３位　田浦体協　　４位　大東体協

【男子ソフトボール】
開催日　７月１９日　場所　地域間交流スポーツグラウンド
優勝　佐敷体協Ｂ　　２位　田浦体協Ａ　　３位　湯浦体協Ａ、大東体協Ｂ　

宮島ツキさん満 100 歳
　７月１７日（金）、新清苑に入所されてい
る宮崎の宮島ツキさんがめでたく満１００歳
を迎えられました。お祝いに訪れた竹﨑町長
が長寿の慶祝金を贈り、お祝いの言葉をかけ
ると、「ありがとうございます」とお礼の言
葉を述べられました。
　宮島さんは、日頃、車いすを自分で操作し
て施設内を移動し、リハビリに励んでおられ
ます。いつまでも元気にお暮らしになること
をお祈りします。

　童話に親しみ、読書意欲の向上と心豊な人
間の育成を図るため、７月２３日（木）に社
会教育センターで芦北町童話発表会が開催さ
れました。
　優秀賞受賞者は、８月３日に行われた芦北・
水俣地方童話発表大会に出場しました。

　入賞者は、次のとおり（敬称略）
１年　優秀賞　立居場　涼（内野）　入賞	 髙田　咲（湯浦）、楠原　駿（田浦）
２年　優秀賞　河添姫乃（佐敷）　入賞　大岩夏美（田浦）、渕上綾香（内野）	
３年　優秀賞　桑本七海（佐敷）　入賞　今脇智花（湯浦）、宮島杏華（内野）
４年　優秀賞　鬼塚大輝（湯浦）　入賞　濵田健照（佐敷）、吉田絹子（計石）
５年　優秀賞　河添若奈（佐敷）　入賞　石村　星（計石）、藤井悠弥花（湯浦）
６年　優秀賞　山本いりあ（佐敷）　入賞　藪下真央（田浦）、鬼塚遼汰（湯浦）

優秀賞の受賞者
写真後左から：山本さん、
河添さん、鬼塚さん　写真
前左から：桑本さん、河添
さん、立居場さん

芦北町童話発表会

沖縄県の小中高学生と交流
　

次
世
代
を
担
う
青
少
年
が

「
九
州
に
伝
え
、
九
州
か
ら
学

ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
他
県
の
青
少

年
と
の
交
流
活
動
を
通
し
て
相

互
理
解
と
友
情
を
深
め
よ
う

と
「
沖
縄
県
青
少
年
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
イ
ン
九
州
」
に
参
加
し

て
い
る
１
８
０
人
が
７
月
27

日
（
月
）、
芦
北
町
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
し
ろ
や
ま
ス
カ

イ
ド
ー
ム
に
訪
れ
た
一
行
は
、

葦
北
鉄
砲
隊
の
歓
迎
演
武
を
受

け
た
後
、
佐
敷
小
・
中
児
童
生

徒
１
０
０
人
と
県
内
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
熊
本
県
ジ
ュ
ニ
ア
ド

リ
ー
ム
事
業
団
の
児
童
生
徒

１
１
０
人
が
出
迎
え
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
が
実
施
す
る
交
流
事
業
は
今

年
で
31
回
目
で
毎
年
県
内
各
地

を
訪
れ
ま
す
。

　

歓
迎
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
地
元
側
か
ら
「
芦
北
ハ

イ
ヤ
」「
お
て
も
や
ん
」
の
郷

土
芸
能
を
披
露
し
ま
た
。ま
た
、

沖
縄
県
側
は
、
沖
縄
の
盆
踊
り

で
踊
ら
れ
る
「
エ
イ
サ
ー
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
三
線
の
リ

ズ
ム
で
エ
イ
サ
ー
を
踊
り
出
す

と
、
地
元
の
子
供
た
ち
も
輪
に

加
わ
り
踊
り
出
し
ま
し
た
。
班

別
に
別
れ
た
交
歓
会
で
は
、
自

己
紹
介
や
交
歓
カ
ー
ド
の
交
換

を
し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
り
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流
記
念

と
し
て
交
流
セ
ン
タ
ー
裏
に
さ

く
ら
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

韓国から自治体職員協力交流研修員 こんにちは 徐
ソ

 芸
イェ

 彦
オン

です  

交流を深めた仲間と記念撮影

←
交
流
の
記
念
と
し
て「
さ

く
ら
」
の
植
樹

浴衣を着て湯の香まつりに参加（左から２人目）
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町民意識調査の結果《速報》
　芦北町では、効果的・効率的な行政システムの確立をめざして「行政評価｣ に取り組んでいます。
　生活の現状やまちづくりに対する町民の意識について調査し、今後の行政運営等に反映させるた
めの基礎資料とするため「政策に関する町民意識調査」を行いました。
　この調査結果をご報告するとともに、ご協力いただきました町民の皆さまに心から感謝申し上げ
ます。なお、調査結果の確定版（報告書）は、芦北町ホームページに後日掲載します。

調 査 の 結 果

問５　中学生以下のお子さんがいらっしゃる世帯の方にお尋ねします。
あなたの世帯では、子育てに不安を感じていますか。
1. 不安である　　　　　　　　　４１件（17.9%）
2. どちらかと言えば不安である　９４件（41.0%）
3. どちらかと言えば不安でない　６２件（27.1%）
4. 不安がない　　　　　　　　　３２件（14.0%）
問６　1･2 と答えた方にお尋ねします。
不安と感じる理由を１つ選択してください。
1. 経済的　　　　　７６件（56.3%）
2. 保育・教育環境　２０件（14.8%）
3. 学童保育　　　　１２件（ 8.9%）
4. 家庭環境　　　　　２件（ 1.5%）
5. 防犯上　　　　　１５件（11.1%）
6. 健康・医療　　　　５件（ 3.7%）
7. その他　　　　　　４件（ 3.0%）
8. 不明　　　　　　　１件（ 0.7%）

◆　子育て支援の充実

◆　生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の推進
問７　あなたは、体力の維持・向上のため、日ごろから運動をしていますか。
1. 毎日している　　　１４５件（14.8%）
2. ときどきしている　３７６件（38.3%）
3. していない　　　　４１１件（41.8%）
4. 不明　　　　　　　　５１件（5.2%）
問８　1･2 と答えた方にお尋ねします。
１日何時間程度運動をしていますか。
1. ３０分程度　２７０件（51.8%）
2. １時間程度　１７６件（33.8%）
3. ２時間以上　　７０件（13.4%）
4. 不明　　　　　　５件（1.0%）
問９　あなたは、スポーツやレクリエーション等
のイベントに参加していますか。
1. 参加している　　　　　　９８件（10.0%）
2. ときどき参加している　３９２件（39.9%）
3. 参加していない　　　　４３４件（44.2%）
4. 不明　　　　　　　　　　５９件（6.0%）
問 10　参加していない理由をお書きください。記載件数　360 件
・仕事や家事などで時間が取れない　・関心がない　
・病気や高齢などのため取り組めない　・参加する機会がない

問１　あなたは、地域活動に参加していますか。
1. 積極的に参加している　　　　　　　　１９６件（19.9%）
2. ときどき参加している　　　　　　　　４１１件（41.8%）
3. あまり参加していない　　　　　　　　１９２件（19.5%）
4. 参加したことがない、またはできない　１５８件（16.1%）
5. 不明　　　　　　　　　　　　　　　　　２６件（2.6%）
問２　参加したことがない、またはできない理由をお書きください。記載件数　118 件
・病気や高齢などのため取り組めない　・仕事や家事などで時間が取れない
・どのような地域活動があるか知らない

◆　みんなが主役のまちづくり

※お問い合わせ
　企画財政課行政改革推進係
　☎８２ー２５１１（内線 254）

問 11　あなたは、自ら学習テーマを持って学習活動に取り組んでいますか。
1. 取り組んでいる　　　　　　　　１７３件（17.6%）
2. 興味はあるが取り組んでいない　１９０件（19.3%）
3. 取り組んでいない　　　　　　　５５２件（56.2%）
4. 不明　　　　　　　　　　　　　　６８件（ 6.9%）
問 12 取り組んでいない理由をお書きください。記載件数　139 件
・仕事や家事などで時間が取れない　・参加しづらい　
・病気や高齢などのため取り組めない　・興味のある取り組みがない

◆　生涯学習の充実

１. 調査の方法
(1) 対象区域　町内全域　(2) 抽出対象　町内在住の２０歳以上の町民
(3) 抽 出 数　２０００人　(4) 抽出方法　住民基本台帳、外国人登録から無作為抽出
(5) 調査期間　平成２１年５月２０日 ( 水 ) 〜６月５日 ( 金 )　(6) 調査方法　調査票を郵送により配布・回収
２. 抽出の方法
(1) 層化抽出　２０歳以上の住民基本台帳登録者・外国人登録者を５地区 ( 田浦、佐敷、吉尾、大野、湯浦 ) に分類
(2) 比例配分　抽出数２０００人を各地区の 20 歳以上の人口比率で按分
(3) 単純無作為抽出　各地区の配分数を各地区の名簿から乱数を用いて抽出
３. 回収結果
(1) 配布数　２０００件　(2) 配布不能数　５件　(3) 回収数　９８８件　(4) 回収率＜ (3) ÷ (1) ＞　４９. ４％
(5) 無効回答数　５件　(6) 有効回答数＜ (3) − (5) ＞　９８３件　(7) 有効回答率＜ (6) ÷ (1) ＞　４９. ２％

問３　あなたは、現在住んでいるところに、これからも住みたいと思いますか。
1. 今のところに住みたい　　　７５１件（76.4%）
2. 町内の別のところに住みたい　４４件（4.5%）
3. 町外に住みたい　　　　　　　４１件（4.2%）
4. わからない　　　　　　　　１１０件（11.2%）
5. 不明　　　　　　　　　　　　３７件（3.8%）
問４　その理由をお書きください。
（住環境以外の解答も可）記載件数　71 件
・住環境が良くない　・不便である　・災害に対する不安　・通院が不便

◆　快適な住環境の充実

※集計は、小数点第２位を四捨五入しているため、数値の合計が 100 にならない場合があります。
※回答の比率は、その質問への回答者数を基準として算出しています。また、対象者を限定した設問では、
その回答者数を基準に回答の比率を算出しています。
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◆　循環型社会への転換
問 19　あなたは、分別方法 (22 分別 ) を理解し、ごみを分別していますか。
1. 理解し、分別している　　　　　　　　　　　　　８７１件（88.6%）
2. 理解はしているつもりだが、分別は実行していない　４３件（ 4.4%）
3. 分別の区分がわからない　　　　　　　　　　　　　２５件（ 2.5%）
4. 不明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４件（ 4.5%）
問 20　2･3 と答えた方にお尋ねします。
その理由をお書きください。記載件数　53 件
・他の者が分別している　・分別区分がわからない　・分別の種類が多すぎる

問 17　あなたは、国際交流・国際協力の取組みに参加したことがありますか。
1. 参加したことがある　２７６件（28.1%）
2. 参加したことがない　６２９件（64.0%）
3. 不明　　　　　　　　　７８件（ 7.9%）
問 18　参加したことがない理由をお書きください。記載件数　401 件
・機会がない　・取り組みを知らない（参加方法が分からない）
・病気や高齢などのため取り組めない

◆　世界的な視野を持つ人材の育成

◆　自然環境保全の推進
問 21　あなたは、地球温暖化対策として何か取り組みを行っていますか。
1. 取り組んでいる　　３７６件（38.3%）
2. 取り組んでいない　５２０件（52.9%）
3. 不明　　　　　　　　８７件（8.9%）
問 22　どんな取り組みを行っているかお書きください。記載件数　301 件
・省エネ（節水・節電）・河川、海岸、地域の清掃　・ごみの減量化
・マイバッグ（エコバッグ）の活用　・ごみの分別（リサイクル）

◆　高速交通体系の充実
問 23　あなたは、肥薩おれんじ鉄道を利用したことがありますか。
1. 利用したことがある　６８３件（69.5%）
2. 利用したことがない　２６４件（26.9%）
3. 不明　　　　　　　　　３６件（3.7%）
問 24　利用したことがない理由をお書きください。記載件数　215 件
・自家用車を利用する　・利用する機会がない
・不便である　・最寄り駅まで遠い
問 25　あなたは、路線バスを利用したことがありますか。
1. 利用したことがある　４７９件（48.7%）
2. 利用したことがない　４６４件（47.2%）
3. 不明　　　　　　　　　４０件（ 4.1%）
問 26　利用したことがない理由をお書きください。記載件数　402 件
・自家用車を利用する　・利用する機会がない　・不便である
・運行時間が合わない（便数が少ない）　・最寄のバス停まで遠い

問 27　あなたは、町の施設・行政サービスが利用しやすいと感じていますか。
1. 感じている　　７１２件（72.4%）
2. 感じていない　１８９件（19.2%）
3. 不明　　　　　　８２件（8.3%）
問 28　２と答えた方にお尋ねします。
感じていない理由をお書きください。記載件数　136 件
・職員の対応が悪い　・施設の利便性が悪い
・交通の便が悪い　・時間外も開庁して欲しい　・行政の説明不足

◆　効果的・効率的な行政経営の確立

問 29　あなたは、町の刊行物を読んでいますか。
【広報あしきた】
1. いつも読んでいる　　７１５件（72.7%）
2. ときどき読んでいる　２０５件（20.9%）
3. 読んでいない　　　　　３０件（3.1%）
4. 不明　　　　　　　　　３３件（3.4%）
【まちだより】
1. いつも読んでいる　　７２２件（73.4%）
2. ときどき読んでいる　１７５件（17.8%）
3. 読んでいない　　　　    ２８件（2.8%）
4. 不明　　　　　　　　    ５８件（5.9%）
問 30　読んでいない理由をお書きください。記載件数　21 件
・関心がない、必要な内容がない　・広報紙、まちだよりが届かない
・読みづらい、読めない
問 31　あなたは、芦北町ホームページを閲覧したことがありますか。
1. 閲覧したことがある　　　　　　　　　２９４件（29.9%）
2. 閲覧したことがない、またはできない　５９３件（60.3%）
3. 不明　　　　　　　　　　　　　　　　　９６件（9.8%）
問 32　閲覧したことがない、またはできない理由を
お書きください。記載件数　429 件
・パソコンを持っていない　・インターネットに接続していない
・必要性を感じない　・閲覧方法がわからない　・ホームページがあることを知らない

◆　開かれた町政の推進

問 13　あなたの地域では、文化財や伝統芸能・行事が保存・継承されていますか。
1. されている　　　　　２８０件（28.5%）
2. 一部は、されている　４８８件（49.6%）
3. されていない　　　　１１３件（11.5%）
4. 不明　　　　　　　　１０２件（10.4%）
問 14 保存・継承されていない理由をお書きください。記載件数　66 件
・文化財や伝統行事がない（知らない）　・以前はあったが風化してしまった
・過疎化、少子高齢化により後継者（参加者）がいない

◆　文化財の保存と活用

問 15　あなたは、日常生活において人権侵害などで不愉快な思いをしたことがありますか。
1. したことがある　１５２件（15.5%）
2. したことがない　７５２件（76.5%）
3. 不明　　　　　　　７９件（ 8.0%）
問 16　不愉快な思いをした理由をお書きください。記載件数　115 件
・うわさ、言葉の暴力　・近所とのトラブル
・性差別　・パワーハラスメント　・セクシュアルハラスメント

◆　人権を尊重する社会の実現
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投票区 該当地区名 投票所施設名 投票時間

第１ 田浦１、２、３、４ 田浦中学校 午前７時～午後７時

第２ 田浦町１、２、３、４ 田浦保育所 午前７時～午後７時

第３ 小田浦１、２、３、４ 宮浦地区ふれあいセンター 午前７時～午後７時

第４ 小田浦５、６、７ 小田浦福祉センター 午前７時～午後７時

第５ 井牟田１、２、波多島 上田浦地区社会教育センター 午前７時～午後７時

第６ 海浦１、２ 海浦公民館 午前７時～午後７時

第７ 横居木 横居木公民館 午前７時～午後７時

第８ 鶴木山 鶴木山地区集落センター 午前７時～午後７時

第９ 計石 計石公民館 午前７時～午後７時

第１０ 白岩、道川内、乙千屋 佐敷小学校 午前７時～午後７時

第１１ 花岡西、芦北、町４区 芦北町社会教育センター 午前７時～午後７時

第１２ 花岡北・東、諏訪、桑原、八幡、宮浦 諏訪公民館 午前７時～午後７時

第１３ 田川 田川公民館 午前７時～午後７時

第１４ 伏木氏 伏木氏多目的研修所 午前７時～午後６時

第１５ 松生、大尼田、立川 大尼田地区生涯学習センター 午前７時～午後７時

第１６ 大岩一・二、岩屋川内 大岩公民館 午前７時～午後７時

第１７ 永谷 永谷公民館 午前７時～午後５時

第１８ 黒岩 黒岩公民館 午前７時～午後５時

第１９ 上原 上原公民館 午前７時～午後５時

第２０ 高田辺、海路 海路小学校 午前７時～午後５時

第２１ 内木場 内木場公民館 午前７時～午後６時

第２２ 箙瀬、吉尾、市居原 吉尾小学校 午前７時～午後７時

第２３ 白石、小口 白石公民館 午前７時～午後７時

第２４ 白木、塩浸、天月 下白木公民館 午前７時～午後７時

第２５ 東告、西告（桑沢見除く） 告地区生涯学習センター 午前７時～午後７時

第２６ 市野瀬、大野、西告（桑沢見） 大野地区構造改善センター 午前７時～午後７時

第２７ 国見 杉園公民館 午前７時～午後６時

第２８ 丸山、米田 中小場公民館 午前７時～午後７時

第２９ 古石南 上木場開拓公民館 午前７時～午後６時

第３０ 古石北（尾奈古除く）、高岡南 古田地区集落センター 午前７時～午後７時

第３１ 高岡北、大川内南・東・西、古石北（尾奈古） 大川内南公民館 午前７時～午後７時

第３２ 倉谷、豊岡 岡地区農村集落センター 午前７時～午後７時

第３３ 宮崎、湯浦南・北・東、湯南団地 芦北町もやい直しセンター 午前７時～午後７時

第３４ 平生 平生コミュニティーセンター 午前７時～午後７時

第３５ 女島西 大崎地区集落センター 午前７時～午後７時

第３６ 沖 沖地区漁村センター 午前７時～午後７時

第３７ 福浦 福浦公民館 午前７時～午後７時

投票区別投票時間一覧表 投票日の投票終了時間は、一部の地域を除き午後７時までです。
当日投票ができない方は、お早めに期日前投票をお済ませください。 衆議院議員総選挙

投 票 日 　 ８ 月 ３ ０ 日 （日）
投票時間　午前７時〜午後７時（一部地域を除く）

８月３０日（日）は衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の投票日です。
国民の代表として国政を担う人を選ぶ大切な選挙です。あなたの一票は、大切な一票です。
棄権せず、必ず投票しましょう。

期日前投票・不在者投票の期間
８月１９日（水）〜８月２９日（土）
午前８時３０分〜午後８時
芦北町役場本庁、田浦基幹支所

【期日前投票について】
　仕事や旅行などで投票日（８月３０日）に投票ができない方は、期日前投票ができます。
衆議院議員総選挙の期日前投票期間は、８月１９日（水）〜８月２９日（土）まで
最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票期間は、８月２３日（日）〜８月２９日（土）まで
期日前投票期間が異なりますのでご注意ください。
芦北町役場本庁の期日前投票所は、２階総務課までお越しください。田浦基幹支所の期日前投
票所は１階です。投票所入場整理券をご持参ください。

※お問い合わせ
　芦北町選挙管理委員会
　☎８２−２５１１( 内線２１９)

【不在者投票について】
◆指定病院など
　不在者投票ができる施設として指定されている病院に入院している方や
老人ホームに入所している方は、そこで不在者投票ができますので、院長
や施設長などへ申し出てください。
◆郵便による不在者投票
　「身体障害者手帳」、「戦傷病者手帳」の交付を受けている方や介護保険
被保険者証に要介護状態区分が「要介護５」である方で、選挙管理委員会
が発行する「郵便投票証明書」の交付を受けている方は、郵便による不在
者投票ができます。なお、「郵便投票証明書」の発行には、一定の要件が
ありますので、事前にご相談ください。
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　子宮がんは、「子宮体がん」と「子宮頸がん」の２種類あり、胎児を育てる子宮体
部の内側の子宮内膜から発生する「子宮体がん」と子宮の入り口の子宮頸部と呼ばれ
る部分から発生する「子宮頸がん」に分けられます。

【子宮体がん】
　５０歳代から６０歳代に多く発症しますが、近年、年齢に関係なく増加傾向にある
がんです。子宮体がんは初期の段階で症状がみられることも多く、月経とは関係のな
い出血やおりものの異常、下腹部が痛むなどの症状があるときにはすぐに医療機関を
受診されることをお勧めします。

【子宮頸がん】
　３０歳代後半から４０歳代に多く発症しますが、近年、２０歳代の女性に増えているがんです。
初期には自覚症状がほとんどありませんが、がんが進行すると月経でない時や性行為時の出血、
普段と違うおりものが増えたりします。子宮頸がんは早期に発見し、治療すれば、予後の良いが
んですので、定期的に子宮がん検診を受けられることをお勧めします。

【お知らせ】
　１０月３日（土）から「選べるがん検診」を実施します。がん検診は自覚症状のないうちに「が
ん」を早期に発見し、治療することにより、がんによる死亡のリスクを軽減することを目的に実
施しています。
　がん検診の申込みがお済でない方は、９月１８日（金）までに保健センターまでご連絡ください。

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

受けていますか？　子宮がん検診 NEWSおれんじ鉄道 エンジョイおれんじ鉄道 エンジョイ NEWSおれんじ鉄道 エンジョイ NEWS
おれんじ鉄道サポーターになりませんか？

「肥薩おれんじ鉄道友の会」会員募集 ！
通勤・通学などの公共交通機関として、また熊本・鹿児島両県民の
相互交流の手段として活躍する肥薩おれんじ鉄道。これからも走り
続けられるよう応援をお願いするとともに、肥薩おれんじ鉄道サ
ポーター「肥薩おれんじ鉄道友の会」の会員を募集しております。

問お申込み・お問い合わせ先（事務局）
肥薩おれんじ鉄道株式会社  〒866-0831 熊本県八代市萩原町１丁目1-1
TEL：0965-32-5678   ＦＡX：0965-32-5411    
ホームページ：http://www.hs-orange.com/

「駅長おすすめの店」の割引や
 旬の情報をお手元に！

会員
特典

会員証

優待券

情報誌

①会員証をお届け
②おれんじ鉄道に半額でご乗車になれる
「ご乗車優待券」をプレゼント
　（1年会員/2枚・3年会員/8枚）
③「駅長おすすめの店」での割引やドリンク
サービスなど
④沿線イベント紹介や耳寄りな情報をお
届け（メールマガジンまたは情報誌）

【会費（1人）】
【会員期間】

1年会員：1,000円／3年会員：3,000円
1年会員：会費納入時～1年間
3年会員：会費納入時～3年間

N E W S

肥薩おれんじ鉄道の

　肥薩おれんじ鉄道では、アテンダント（接客乗務員）3
名を5月12日付けで採用しました。アテンダントの仕事
は土・日・祝日運行の直通快速列車に乗務し、車内での
観光案内や観光情報の提供、高齢者の方のサポートな
どを行いサービスの向上に取組みます。
　また、名所旧跡などを活かした沿線の旅行商品開発、
イベントやキャンペーンでの沿線地域の観光情報提供
などにも取組んで参ります。
　お客さまとの出会いを大切にし、肥薩おれんじ鉄道と
地域が活性化していくよう頑張っていきますのでご支援
よろしくお願い申し上げます。

アテンダント誕生！！アテンダント誕生！！

　緊急雇用対策事業を活用し、就職を探している失業者のため、次の雇用のつなぎとして臨時
及び非常勤職員を追加募集します。
１募集人数　２３人
２対　　象　就職を探している失業者（年齢不問）
３種　　別　
　①除草作業・海岸や道路の清掃作業など（商工観光課）１８名
　　日額 6,080 円× 20 日×６ヶ月（1日 8時間）【9月 1日～（１８名）】
　②医療費助成申請データ入力など（福祉課）１名「パソコン入力ができる方」
　    日額 5,020 円× 20 日× 6ヶ月（1日 6時間）【9月 1日～（１名）】
　③幼稚園及び小学校の学習支援など（教育課）２名「保育士・教員のいずれか資格がある方」
　    日額 7,500 円× 20 日× 6ヶ月（1日 6時間）
　　【小学校の学習支援 9 月 1日～（1名）】　【幼稚園の学習支援 10 月 1日～（1名）】
　④町立図書館の電算入力など（社会教育センター）２名「パソコン入力ができる方」
　　日額 5,080 円× 20 日×６ヶ月（1日 8時間）【9月 1日～（1名）】【10 月 1日～（1名）】
４提出書類　履歴書（写真付）　※希望職種を種別番号で記入ください。
５募集期限　８月１９日（水）　商工観光課へ提出ください。
６選考方法　書類審査及び面接

※お問い合わせ　商工観光課商工係　☎８２ー２５１１（内線１７１）

後期高齢者健康優良者表彰
の該当者を調べています

　各区長を通じて後期高齢者健康優良者表
彰該当者を調査しています。

該当される方は、各区長へ８月２８日
（金）までに申し出てください。
※該当要件　昭和８年３月３１日以前にお
生まれの方で、平成２０年４月１日から平
成２１年３月３１日までの一年間、医療機
関を受診しなかった方。

　本年度は、後期高齢者医療制度の開始と
共に、電算システムが変更されましたので、
表彰該当者を電算システムでの抽出ができ
ませんでした。ご本人の申し出によって行
うこととしています。ご理解ご協力をお願
いします。

※お問い合わせ
　福祉課　☎８２ー２５１１（内線 153）

　平成２１年６月に田浦において魚のへい
死事故がありました。
　水質を検査しました結果、原因の特定に
は至りませんでしたが、微量の農薬成分が
検出されました。
　今後このような事態が発生しないよう、
農薬の取り扱いには十分ご注意ください。

◎農薬等の適正処理について
　自然環境や生物・人体などに影響を及ぼ
しますので、農薬の残液を河川等に流した
り、農薬の容器等を河川等で洗ったりしな
いようにしましょう。
　なお、農薬等の投棄や焼却は法律により
罰せられますので、処理につきましては、
ＪＡあしきた営農部（☎８２－４８７４）
にご相談ください。

農薬等は適性に処理をお願
いします

失業中で就職を探している人募集



田浦子育て支援センター　９月の行事
  3 日㈭　散歩へ行こう（御立岬キャンプ場）
  8 日㈫　絵本読み聞かせ
16 日㈬〜 18 日㈮　プレゼントを作ろう（敬老の日）
19 日㈯　運動会へ参加しよう
24 日㈭〜 25 日㈮　指人形を作ろう
30 日㈬　身体測定・誕生会
※運動会は誰でも気軽に参加できます。
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター
　（田浦保育所内）　☎８７−００３４

国民健康保険税　　２期
町県民税　　　　　２期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

８月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　８月３１日（月）
●口座振替日　８月２５日（火）

お
知
ら
せ
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自
然
界
の
報
道
写
真
家
（
宮
崎

学
氏
）
と
楽
し
む
２
日
間

【
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
】

▼
期
日　

８
月
29
日
（
土
）

▼
時
間　

14
時
か
ら

▼
内
容　

自
然
界
か
ら
人
間
界
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
野
生
動
物
な
ど
の
写
真

を
交
え
て
、
伝
え
て
も
ら
う
。

▼
参
加
費　

無
料

【
写
真
教
室
】

▼
期
日　

８
月
30
日
（
日
）

▼
時
間　

９
時
30
分
か
ら

▼
参
加
費　

２
０
０
０
円

▼
募
集
人
員　

50
人
程
度

▼
機
材　

持
参
カ
メ
ラ
を
使
用
（
デ
ジ

タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
貸
し
出
し
予
定
）

※
会
場　

古
石
交
流
館
み
ど
り
の
里

※
宮
崎
学
氏　

自
然
と
人
間
を
テ
ー
マ

に
、
社
会
的
視
点
に
た
っ
た
「
自
然
界

の
報
道
写
真
家
」
と
し
て
活
動
中
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
９
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

【
企
業
・
市
町
村
環
境
行
動
取
組
展
】

　

９
月
15
日
～
10
月
16
日
の
期
間
は
、
県
内

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
企
業
と
各
市
町

村
の
環
境
保
全
活
動
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
や

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

　

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
講
座

　

平
成
21
年
度
地
域
就
職
支
援
事
業
の
う

ち
、
求
職
者
を
対
象
と
し
た
講
座
を
開
催
し

ま
す
。受
講
料
は
無
料
で
す
。（
検
定
料
は
自
己
負
担
）

▼
期
日　

９
月
４
日（
金
）～
９
月
18
日（
金
）

▼
時
間　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
会
場　

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
内
容　

・
Ｃ
Ｓ
表
計
算
３
級
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
技
能
評
価
試
験
）
資
格

取
得
講
座
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
外

▼
対
象
者　

求
職
者　

※
学
生
は
不
可

▼
定
員　

20
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

▼
申
込
期
間　

８
月
17
日（
月
）～
26
日（
水
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
２
）
５
４
４
５

　

さ
わ
や
か
知
恵
袋
講
座
受
講
生
募
集

▼
受
講
資
格　

県
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

▼
講
座
名　

南
京
玉
す
だ
れ
、
絵
手
紙
、
マ

ジ
ッ
ク
、
お
手
玉
、
折
り
紙
、
竹
細
工
・
玩

具
づ
く
り
（
受
講
期
間
は
９
月
末
か
ら
10
月

末
ま
で
。
受
講
日
、
時
間
等
は
お
問
い
合
わ

　

違
反
広
告
物
除
却
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
中

　

最
近
、
あ
な
た
の
街
に
も
、
電
柱
や
街
灯

へ
の
は
り
紙
な
ど
の
「
違
反
広
告
物
」
が
増

え
て
い
ま
せ
ん
か
？
違
反
広
告
物
が
増
え
る

と
、
き
れ
い
な
街
も
台
無
し
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
違
反
広
告
物
の
な
い
美
し

い
街
を
目
指
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
違
反

広
告
物
を
除
却
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象　

県
内
に
お
住
ま
い
又
は
勤
務

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
で
、
構
成
員
３
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
作
れ
る
方

▼
活
動
内
容　

１
ヶ
月
に
１
回
程
度
、
違
反

広
告
物
の
除
却
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
活
動
地
域　

県
内
の
希
望
す
る
地
域
（
熊

本
市
内
は
除
く
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
都
市
計
画
課
景
観
公
園
室

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
５
２
４

　

つ
な
ぎ
美
術
館

【
ク
ロ
ス
ゼ
ロ
こ
ど
も
絵
画
展
】

　

田
浦
小
児
童
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
芦
北
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
ポ
ス
タ
ー
70
点

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間　

８
月
31
日
ま
で

▼
観
覧
料　

無
料

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣
事
業

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

芦
北
町
と
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、

平
成
８
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
募
金

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
12
月
に
は
、
４
校
目
の
学
校
を
贈
呈

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

人
々
と
触
れ
合
い
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
相

互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
現
地
で
の
贈
呈
式

に
参
加
す
る
児
童
・
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
派
遣
時
期　

12
月
24
日（
木
）～
29
日（
火
）

▼
個
人
負
担
金　

８
４
０
０
０
円
程
度
（
金

額
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

▼
応
募
要
件　

芦
北
町
在
住
の
小
学
５
年
生

以
上
の
小
・
中
・
高
校
生

▼
募
集
人
員　

20
人
程
度

▼
申
し
込
み　

①
町
内
通
学
者　

各
学
校
に

お
い
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
②
町
外
通

学
者　

協
会
事
務
局
に
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

９
月
18
日
（
金
）

▼
選
考
方
法　

面
接
及
び
作
文

※
お
問
い
合
わ
せ

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

　　住宅用太陽光発電システム
　　を設置される方へ

　地球温暖化防止の取組の一環として、住宅
用の太陽光発電システムを設置する方を対象
に、その費用の一部を補助する制度を開始し
ます。
◆対象者　❶居住する町内の住宅に設置する
方。　❷太陽光発電普及拡大センター（Ｊ―
ＰＥＣ）住宅用太陽光発電導入支援費補助金
の交付規程に適合したもの。
◆補助金額　１kw 当たり３５千円（上限
10kw）
◆補助申請期限　平成２２年１月２９日
◆その他　❶Ｊ－ＰＥＣ及び熊本県の補助制
度と併用できること。　❷予算に限りがあり
ますので、予算額に達した場合は、申込を締
め切らせていただきます。（予算額 3,675 千
円）　❸補助申請、対象要件など詳しくは、
住民生活課環境対策室までお問い合わせくだ
さい。
※お問い合わせ
　環境対策室　☎８２－２５１１( 内線 147）

　

地
下
水
を
採
取
す
る
皆
様
へ

　

地
下
水
を
採
取
す
る
場
合
は
、
事
前
に
知

事
へ
届
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す

　

地
下
水
を
採
取
す
る
採
取
者
（
吐
出
口
の

断
面
積
が
50 
㎠
を
超
え
る
場
合
）
は
採
取
の

７
日
前
ま
で
に
地
下
水
採
取
届
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

届
出
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
水
俣
保

健
所
衛
生
環
境
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
貴
重
な
熊
本
の
地
下
水
を
保
全
し
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
採
取
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
の
医
療
機
関
実
習
に

　
　
　
　
　

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

生
命
の
危
機
に
瀕
し
た
救
急
患
者
の
中
に

は
「
気
管
挿
入
」（
気
管
の
入
口
か
ら
気
管

内
へ
ビ
ニ
ー
ル
製
の
気
管
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入

し
ま
す
。）
に
よ
る
気
道
確
保
が
有
効
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
が
気
管
挿
入
を
行
う
た
め
に

は
、
医
療
機
関
で
の
実
習
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
実
習
を
行
う
に
は
、
患
者
さ
ん
に
説
明

を
行
い
、必
ず
同
意
を
得
て
か
ら
行
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
救
急
患
者
の
命
を
救

う
た
め
に
、
救
急
救
命
士
の
医
療
機
関
実
習

に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

　

☎
（
６
３
）
１
１
９
１

　

悩
ん
で
い
な
い
で
気
軽
に

　
　
　

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
職
場
環

境
を
悪
化
さ
せ
、
被
害
を
受
け
た
労
働
者
の

働
く
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
と
共
に
、
企
業
に

と
っ
て
も
生
産
性
や
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
な
ど

見
逃
せ
な
い
問
題
で
す
。
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
で
は
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
、
事
業
主
の
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

雇
用
均
等
室
へ
は
、「
会
社
の
相
談
窓
口

に
相
談
し
づ
ら
い
」「
相
談
し
て
も
充
分
対

応
し
て
も
ら
え
な
い
」
等
の
相
談
が
寄
せ
ら

せ
く
だ
さ
い
。）

▼
定
員　

各
講
座
20
人

▼
会
場　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
こ
の
ほ
か
材
料
費

負
担
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
応
募
と
し
ま
す
。

記
入
項
目
【
住
所
・
氏
名
・（
ふ
り
が
な
）・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
講
座
】

▼
申
込
締
切　

８
月
31
日
（
月
）
当
日
消
印

有
効　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

〒
８
６
０
ー
０
８
４
２

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
ー
７

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

　

H
P　

 http://w
w
w
.saw
ayaka.or.jp

れ
て
い
ま
す
。

　

悩
ん
で
い
な
い
で
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
職
場
で
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か

点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
が
労
働
者
や

事
業
主
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
日　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

▼
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５



自
転
車
窃
盗
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
３
つ
の
約
束

★
駐
輪
す
る
と
き
は
、
自
宅
で
も
必
ず
二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る

★
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
す
る

★
自
転
車
を
長
時
間
放
置
し
な
い

17　広報あしきた 広報あしきた　16

芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０

雑
草
の
中
タ
ン
ポ
ポ
の
色
冴
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

追
憶
に
廃
校
の
庭
ひ
と
巡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

合
歓
の
花
あ
わ
く
彩
る
梅
雨
の
里
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
森
嘉
市

朝
空
に
響
く
爆
竹
運
動
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

ほ
た
る
狩
り
子
ら
は
箒
を
振
り
回
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
野
正
則

【
芦
北
短
歌
会
】

花は
な
ね
む

合
歓
の
ト
ン
ネ
ル
ぬ
け
れ
ば
少
女
期
の
わ
れ
に
出
逢
う
か
初
夏
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
江
千
速

芋
蔭
に
吸
わ
る
る
一
瞬
蜥と

か
げ蜴
の
尾
　
螺ら
で
ん鈿
の
よ
う
に
か
が
や
く
ま
ひ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
本
史
子

我
が
家
へ
の
外
泊
三
日
終
え
し
息こ

を
「
お
帰
り
な
さ
い
」
と
迎
う
ナ
ー
ス
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
島
住
子

麦
藁
で
編
み
し
手
篭
に
野
苺
を
つ
み
て
興
ぜ
し
日
々
も
芒ぼ

う

た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
佐
智
子

も
ぎ
て
来
し
胡
瓜
刻
み
て
居
る
夕
べ
は
や
裏
山
に
ひ
ぐ
ら
し
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居
静
子

【
田
浦
短
歌
会
】

松
の
芽
を
摘
む
て
っ
ぺ
ん
に
小
鳥
の
巣
庭
に
鳴
き
い
る
鶯
な
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
田
圭
一

汗
ば
み
し
肌
に
ま
と
い
つ
く
作
業
着
を
痛
め
し
右
肩
か
ば
い
つ
つ
脱
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
良
子

粗
草
の
茎
に
と
び
つ
き
地
に
倒
し
雀
は
し
き
り
啄
ば
む
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
辻
雅
子

常
の
ご
と
明
日
あ
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
米
と
ぎ
終
え
て
台
所
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
芳
子

季と
き

告
ぐ
る
紫
陽
花
の
花
病
室
に
露
を
ふ
ふ
ま
せ
活
け
く
れ
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
本
ナ
ミ
エ

俳

柳

短

歌

人 口　　　２０，４９６人　　（ー６）　
男 　　　　９，５７５人　　（＋４）
女 　　　１０，９２１人　　（−１０）

65歳以上　　　　７，１３０人　　（−８）
高齢者率　　　　　３４．８％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６３９世帯　　（−２）

人口のうごき（H21.8.1 現在）　　　　　　（　）内は前月比

お誕生日おめでとう
H21.7.1 〜 7.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     出生日　 性別　  保護者　　  行政区

川田　流
る る

瑠　　６. ２６　  女　　晃太郎　　小田浦５
岡村　青

あおい

泉　　６. ２９　  女　　啓　一　　田浦１
福嶋  悠

ゆ ず か

瑞花　  ６. ３０　  女　　一　屋　　内木場
緒方　涼

りょう

　　　７.     ４　  男　　英　孝　　芦北
石本　琉

る な

愛　　７. １２　  女　　延　高　　道川内西
宮本　瑛

えいた

太　　７. １５　  男　　賢　治　　白石
倉本　美

み う

侑　　７. １５　  女　　則　秋　　湯浦北
田口　煌

こうあん

晏　　７. １６　  男　　惠　介　　白岩
田口　煌

こうしん

真　　７. １６　  男　　惠　介　　白岩
山本　日

ひより

和　　７. １６　  女　　高　徳　　大川内南

ご冥福をお祈りします
H21.7.1 〜 7.31　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　

　７．  １　　　  橋口　誠一　　　７６　　湯浦東
　７.　 ２　　　  竹本　德子　　　５９　　田浦１
　７.　 ２　　　  竹下　美千代　　６５　　海浦２
　７.　 ２　　　   戸　由美子　　６１　　花岡西
　７.　 ５　　　  松崎　岩雄　　　８６　　道川内西
　７.　 ６　　　  城戸　フミコ　　９９　　向町
　７.　 ７　　　  宮本　チサエ　　８４　　計石西
　７.　 ８　　　  馬 　シメ　　　８８　　湯浦東
　７. １１　　　  渕本　シヅエ　　８２　　花岡東
　７. １１　　　  鶴森　幸子　　　７０　　芦北
　７. １１　　　  城　　モリ　　　９６　　道川内東
　７. １３　　　  矢野　康子　　　８１　　湯浦東
　７. １６　　　  宮崎　モモエ　　９３　　田浦１
　７. １７　　　  小﨑　安喜　　　９４　　女島西
　７. １８　　　  渡邊　 義　　　５３　　国見
　７. ２０　　　  岩本　ソソエ　　９３　　岩屋川内
　７. ２２　　　  坪木　登　　　　７７　　乙千屋
　７. ２２　　　  山口　ユキモ　  １００　   五松園
　７. ２５　　　  川口　カヅエ　　７３　　田川
　７. ２６　　　  鶴崎　正　　　　８８　　海浦１
　７. ２６　　　  福田　ヨシエ　　８７　　小田浦５
　７. ２８　　　  田中　清　　　　７９　　海浦２
　７. ２９　　　  今村　清　　　　７６　　湯浦南
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

　熱中症は、幼児から高齢者まで年齢を問わず起こりうる症状です。（ただし、体温調節機能が未発
達な「幼児・小児」、また体温調節機能が衰えてくる「６５歳以上の高齢者」は熱中症となるリスク
が高いとされています。）
　はっきりした自覚症状を感じることも少なく「ちょっと調子が悪い」「気分がよくない」といった
程度の状態を放置しているうちに症状が深刻になるケースが多いのも熱中症の恐ろしいところです。

　熱中症にならないために

●炎天下や非常に暑い場所での長時間の作業やスポーツは避けましょう。
●睡眠不足や過労、あるいは風邪などで体調が悪いときは無理をしないようにしましょう。
●こまめに休憩をとり、早めに水分補給をしましょう。（のどが渇いてからでは間に合いません）

　熱中症かな？と思ったら

●涼しいところへ移動し、衣服をゆるめましょう。
●冷たいタオル等を脇の下や足の付け根に置き、体を冷やしましょう。
●自分で飲めるようなら水分補給（スポーツドリンク等）をさせましょう。
　（ただし、意識障害などがあり、自力で飲めそうもない場合は無理にする必要はありません。）
●症状が改善されない場合は、早めに医療機関で受診されるか救急車を呼びましょう。

　熊本県では、自転車窃盗が依然として多発しています。防犯対策の基
本は、「２つ以上のカギをかけること」です。芦北町で、自転車盗難の
被害に遭うということは、芦北町から犯罪者を生むことでもあります。
　犯罪が起こらない、犯罪を起こさせない芦北町の実現のため、まずは
身近な自転車に二重ロックをかけましょう！

自転車窃盗が多発しています

ワイヤー錠を固定物に通して、
二重ロック



〒
869-5498　

熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
大
字
芦
北
２
０
１
５

TEL  0966-82-2511
／
FAX  0966-82-2893

http://w
w
w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行
日
／
平
成
２
１
年
８
月
１
３
日

発
　
行
／
芦
北
町
　
　
編
集
／
総
務
課

印
　
刷
／
マ
ス
ミ
印
刷

２
０

０
９

８
月

　N
o.56

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、
９
月
13
日
（
日
）
ま
で
、「
星

野
富
弘
・
花
の
詩
画
と
県
内
詩
画
公
募
展
入
賞
作
」
と
題
し
、

企
画
展
を
開
催
中
で
す
。

　

星
野
富
弘
作
品
の
中
で
、
最
も
作
品
数
の
多
い
「
花
の
詩

画
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
四
季
の
花
が
描
か
れ
た
30
点
と

公
募
展
入
賞
作
22
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館 

▼
開
催
期
間　

６
月
10
日 

～
９
月
13
日

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

小
・
中
学
生

３
０
０
円　

未
就
学
児　

無
料

団
体
割
引
20
名
以
上　

一
般
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
２
６
０
円

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名　

５
割
引

※
障
が
い
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）　

２
０
０
０
円　

小
・
中
学
生　

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の
障
が
い
者
１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の
障
が
い
者
６
０
０
円

▼
開
館
時
間　

10
時
～
18
時
（
４
月
～
９
月
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時
（
10
月
〜
３
月
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

作品名「がくあじさい」

全国火縄銃サミット
葦北鉄砲隊創隊５周年記念

９ 月 １ ２ 日 ㈯ ・ １ ３ 日 ㈰
フィナー

レで総勢
２００人

の

鉄砲隊員
による全

国初の一
斉射撃！

信州真田鉄砲隊（長野県）

◆９月１２日（土）　１４時〜１７時
　・記念講演（しろやまスカイドーム）
　　演題「慶長鉄砲とその周辺」　
　　講師　堺鉄砲研究会代表　澤田　平  氏（開運なんでも鑑定団鑑定士）
　・関ヶ原戦で実際に使用された慶長鉄砲（大鉄砲）などの展示
　・火縄銃鑑定
◆９月１３日（日）　９時〜１４時
　・火縄銃演武大会（御立岬公園海水浴場）
　　全国から２０団体集結（総勢約２００人）
　・特産品等の販売、お楽しみ抽選会など　

※お問い合わせ　生涯学習課　☎８７−１１７１

岡山城鉄砲隊（岡山県）

根来鉄砲隊（和歌山県）

入場
無料

葦北鉄砲隊（熊本県）


